
JP 2021-524168 A 2021.9.9

10

(57)【要約】
　本開示は、カバレッジホール［１２０］に効果的にサ
ービスするべく、サービス基地局［１０２］のセルパラ
メータを自動的に最適化することに関する。一実施形態
においては、システム［２００］は、少なくとも１つの
サービス基地局［１０２］の、少なくとも１つの第１パ
ラメータ、少なくとも１つの第２パラメータ、少なくと
も１つのネットワーク性能パラメータ、及び少なくとも
１つのセルパラメータなどのパラメータを受け取ってい
る。更には、少なくとも１つのネットワーク性能パラメ
ータに基づいて、少なくとも１つのカバレッジホール［
１２０］が、（複数のセクタを収容する）カバレッジエ
リア［１１０］から識別されており、この場合に、カバ
レッジエリア［１１０］は、少なくとも１つのサービス
基地局［１０２］によってサービスされている。その後
に、少なくとも１つのセルパラメータの第１最適化が実
行され、且つ、その後に、少なくとも１つの第２パラメ
ータの第１値が判定されている。更には、第１最適化が
不成功である場合には、第２最適化が実行されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］にサービスするべく、少なくとも１つの
サービス基地局［１０２］の少なくとも１つのセルパラメータを自動的に最適化する方法
［３００］であって、
　－前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の、少なくとも１つの第１パラメー
タ、少なくとも１つの第２パラメータ、少なくとも１つのネットワーク性能パラメータ、
及び少なくとも１つのセルパラメータを受け取るステップであって、前記少なくとも１つ
の第２パラメータは、ＲＦカバレッジパワー（ＲＳＲＰ）及び信号対干渉ノイズ比（ＳＩ
ＮＲ）のうちの少なくとも１つを有する、ステップと、
－前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］によってサービスされているカバレッ
ジエリア［１１０］から、前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］を識別する
ステップであって、
　前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］は、前記カバレッジエリア［１１０
］の前記少なくとも１つのネットワーク性能パラメータに基づいて識別され、且つ、
　前記カバレッジホール［１２０］は、前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］
によって不十分にサービスされている、ステップと、
　－前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の前記少なくとも１つの第２パラメ
ータの現時点の値を判定するステップであって、前記現時点の値は、前記少なくとも１つ
のカバレッジホール［１２０］について判定されている、ステップと、
　－前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］にサービスするべく、前記少なく
とも１つのサービス基地局［１０２］の前記少なくとも１つのセルパラメータの第１最適
化を実行するステップであって、前記第１最適化は、前記現時点の値及び前記少なくとも
１つのネットワーク性能パラメータのうちの少なくとも１つに基づいて実行されている、
ステップと、
　－前記第１最適化が実行された場合に、前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２
］の前記少なくとも１つの第２パラメータの第１値を判定するステップと、
　－前記第１値と前記少なくとも１つの第２パラメータのターゲット値の比較に基づいて
前記第１最適化の最適化状態を生成するステップであって、前記状態は、成功した最適化
と不成功の最適化のうちの１つを通知している、ステップと、
　－前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］にサービスするべく、前記少なく
とも１つのサービス基地局［１０２］の前記少なくとも１つのセルパラメータの第２最適
化を実行するステップであって、前記第２最適化は、前記最適化状態が前記不成功な最適
化を通知している場合に、実行される、ステップと、
　を有する方法［３００］。
【請求項２】
　重みを前記カバレッジエリア［１１０］の複数のセクタのそれぞれに対して割り当てる
ステップを更に有し、前記重みは、前記複数のセクタのそれぞれのものの前記少なくとも
１つのネットワーク性能パラメータに基づいて割り当てられている請求項１に記載の方法
［３００］。
【請求項３】
　トラフィックレポートを生成するステップを更に有し、
　前記トラフィックレポートは、前記割り当てられた重みを有する前記複数のセクタと、
前記複数のセクタのそれぞれのものの少なくとも１つのネットワーク性能パラメータと、
を表しており、且つ、
　前記トラフィックレポートは、ユーザー装置トレースデータに基づいたマップのうちの
１つ内において生成されている請求項１に記載の方法［３００］。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第１パラメータ、前記少なくとも１つの第２パラメータ、前記少
なくとも１つのネットワーク性能パラメータ、及び前記少なくとも１つのセルパラメータ
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を監視するステップを更に有する請求項１に記載の方法［３００］。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの第１パラメータ、前記少なくとも１つの第２パラメータ、前記少
なくとも１つのネットワーク性能パラメータ、及び前記少なくとも１つのセルパラメータ
は、ＬＴＥシステムマネージャ［２１０］とユーザー装置［１０６］のうちの少なくとも
１つから受け取られている請求項１に記載の方法［３００］。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの第１パラメータは、ドライブ試験計測データ、基準信号（ＲＳ）
強度、ＭＣＳ、通話ドロップレート、前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の
カバレッジ、前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］のキャパシティ、前記少な
くとも１つのサービス基地局［１０２］のＱＯＳ、アンテナ高さ、アンテナ幅、方位角、
アンテナビーム幅、前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］のリソース利用率、
及び物理セルアイデンティティのうちの少なくとも１つを有する請求項１に記載の方法［
３００］。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの第２パラメータは、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、前記少なく
とも１つのサービス基地局［１０２］の物理セルＩＤ（ＰＣＩ）、前記少なくとも１つの
サービス基地局［１０２］のジオロケーション、緯度、及び経度のうちの少なくとも１つ
を更に有する請求項１に記載の方法［３００］。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのセルパラメータは、電気チルト、機械チルト、及びパワー減衰の
うちの少なくとも１つを有する請求項１に記載の方法［３００］。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのネットワーク性能パラメータは、アクティブユーザーの数、ＲＲ
Ｃ接続ユーザー、セル有効ＤＬスループット、セル有効ＵＬスループット、チャネル品質
インジケータ（ＣＱＩ）、及びＰＲＢ利用百分率のうちの少なくとも１つを有する請求項
１に記載の方法［３００］。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの第２パラメータの前記現時点の値は、前記最適化前の前記少なく
とも１つの第２パラメータの値に対応している請求項１に記載の方法［３００］。
【請求項１１】
　前記第１値及び前記第２値は、最適化後の前記少なくとも１つの第２パラメータの値に
対応している請求項１に記載の方法［３００］。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの第２パラメータの前記ターゲット値は、前記少なくとも１つの第
２パラメータの前記現時点の値に基づいて定義されている請求項１に記載の方法［３００
］。
【請求項１３】
　少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］にサービスするべく、少なくとも１つの
サービス基地局［１０２］の少なくとも１つのセルパラメータを自動的に最適化するシス
テム［２００］であって、
　－前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の、少なくとも１つの第１パラメー
タ、少なくとも１つの第２パラメータ、少なくとも１つのネットワーク性能パラメータ、
及び少なくとも１つのセルパラメータを受け取るように構成された入力ユニット［２０２
］であって、前記少なくとも１つの第２パラメータは、ＲＦカバレッジパワー（ＲＳＲＰ
）及び信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）のうちの少なくとも１つを有する、入力ユニット
と、
　－最適化ユニット［２０６］であって、
　前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］が、前記カバレッジエリア［１１０
］の前記少なくとも１つのネットワーク性能パラメータに基づいて識別され、且つ、



(4) JP 2021-524168 A 2021.9.9

10

20

30

40

50

　前記カバレッジホール［１２０］が、前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］
によって不十分にサービスされている状態において、
　前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］によってサービスされているカバレッ
ジエリア［１１０］から前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］を識別するよ
うに、
　前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の前記少なくとも１つの第２パラメー
タの現時点の値が、前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］について判定され
る状態において、前記現時点の値を判定するように、
　前記少なくとも１つのサービス基地局［１１２］の前記少なくとも１つのセルパラメー
タの第１最適化が、前記現時点の値及び前記少なくとも１つのネットワーク性能パラメー
タのうちの少なくとも１つに基づいて実行される状態において、前記少なくとも１つのカ
バレッジホール［１２０］にサービスするべく、前記第１最適化を実行するように、
　前記第１最適化が実行された場合に、前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］
の前記少なくとも１つの第２パラメータの第１値を判定するように、
　前記第１最適化の最適化状態が、成功した最適化及び不成功の最適化のうちの１つを通
知する状態において、前記少なくとも１つの第２パラメータの前記第１値及びターゲット
値の比較に基づいて、前記最適化状態を生成するように、
　前記少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の前記少なくとも１つのセルパラメー
タの第２最適化が、前記最適化状態が前記不成功な最適化を通知している場合に、実行さ
れる状態において、前記少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］にサービスするべ
く、前記第２最適化を実行するように、
　構成された最適化ユニットと、
　を有するシステム。
【請求項１４】
　－重みが、前記複数のセクタのそれぞれのものの前記少なくとも１つのネットワーク性
能パラメータに基づいて割り当てられる状態において、前記重みを前記カバレッジエリア
［１１０］の複数のセクタのそれぞれに割り当てるように、且つ、
　－トラフィックレポートが、前記割り当てられた重みを有する前記複数のセクタと、前
記複数のセクタのそれぞれのものの少なくとも１つのネットワー性能パラメータと、を表
しており、且つ、
　前記トラフィックレポートが、ユーザー装置トレースデータに基づいたマップのうちの
１つにおいて生成される状態において、
　前記トラフィックレポートを生成するように、
　構成された加重型のトラフィックユニット［２０４］を更に有する請求項１３に記載の
システム［２００］。
【請求項１５】
　前記最適化ユニット［２０６］は、前記少なくとも１つの第１パラメータ、前記少なく
とも１つの第２パラメータ、前記少なくとも１つのネットワーク性能パラメータ、及び前
記少なくとも１つのセルパラメータを監視するよう更に構成されている請求項１３に記載
のシステム［２００］。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の実施形態は、一般に、無線セルラーネットワークに関する。更に詳しくは、本
開示の実施形態は、１つ又は複数のカバレッジホールに（効果的に）サービスするべく、
１つ又は複数のサービス基地局の１つ又は複数のセルパラメータを自動的に最適化するシ
ステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信（ＧＭＳ、ＥＤＧＥ、ＨＳＰＡ、ＬＴＥなどのようなもの）における進歩に伴
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って、利用可能なネットワークリソースを共有することにより、複数のユーザーのための
通信をサポートするべく、且つ、音声、ビデオ、データ、広告、コンテンツ、メッセージ
ング、ブロードキャストなどのような通信サービスを同時に提供するべく、複数のアクセ
スポイントを有する無線ネットワークが広範囲に配備されている。このようなネットワー
クの１つが、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）であり、これは、３ＧＰＰリリース５以降において規
定されているＵＭＴＳ及びＨＳＤＰＡ／ＨＳＵＰＡ技術の後継と見なされている無線アク
セスネットワークである。Ｅ－ＵＴＲＡは、モバイルネットワーク用の３ＧＰＰのＬＴＥ
（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）アップグレードパスの無線インターフェイ
スである。又、ＬＴＥのＥ－ＵＴＲＡは、まったく新しい無線インターフェイスシステム
であり、且つ、ＨＳＰＡとは異なり、相対的に大きなデータレート、相対的に小さなレイ
テンシーを提供し、且つ、パケットサイズについて最適化されている。同様に、ＵＭＴＳ
（ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎ）の後継）も、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＴＤ－ＣＤＭＡ、及びＴＤ－ＳＣＤＭＡなどの様々
な無線インターフェイス規格をサポートするのみならず、相対的に大きなデータ転送速度
及びキャパシティを関連するＵＭＴＳネットワークに提供するＨＳＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐ
ｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）などの改善された３Ｇデータ通信プロトコルをサ
ポートしている。
【０００３】
　但し、相対的に大きなデータ転送速度及びキャパシティを提供する一方で、セルの最適
化と関連する様々な問題点が存在している。従って、４Ｇセルラー配備は、ターゲットエ
リアに跨ってカバレッジ及びキャパシティの解決策を提供するように構成されたその他の
小さなセルと共に、様々なマクロセルを有する。この結果、特に、バンド４０を有するＬ
ＴＥネットワークの場合に、サイト間距離が、２Ｇ／３Ｇラジオアクセスネットワークよ
りも狭くなる（これは、（非特許文献１）において、Ｍａｒｔｉｎ　Ｓａｕｔｅｒによっ
ても示唆されている）。又、ＬＴＥネットワーク内における進行中のデータ需要を軽減す
るべく、相対的に多くの数のサイト／ｅＮｏｄｅＢが必要とされており、この結果、大規
模な都市において、超高密度無線アクセスネットワークがもたらされる（これは、（非特
許文献２）において、Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｉ　Ａｇｂｉｎｙａ、Ｍａｒｉ　Ｃａｒｍｅｎ　
Ａｇｕａｙｏ－Ｔｏｒｒｅｓ、Ｒｙｓｚａｒｄ　Ｋｌｅｍｐｏｕｓ　及びＪａｎ　Ｎｉｋ
ｏｄｅｍによっても、示唆されている）。
【０００４】
　３ＧＰＰ仕様によれば、無線ネットワーク内の乏しいカバレッジのエリア／カバレッジ
ホールは、（ｉ）パイロット信号強度が、ネットワークに対するアクセスを維持するべく
ユーザー装置（ＵＥ）によって必要とされる閾値未満であり、或いは、（ｉｉ）サービス
している且つ隣接している両方のセルのＳＩＮＲが、基本的サービスを維持するべく必要
とされているレベル未満である、乏しいＲＦカバレッジ及びＲＦ品質を有するエリアと定
義することができる。カバレッジホールは、（新しい建物及び丘などの）物理的な障害物
、不適切なアンテナパラメータ、又は不十分な高周波（ＲＦ）計画によって生成されうる
。具体的には、サービスセル／基地局は、カバレッジホール内においては、十分なカバレ
ッジをＵＥに提供することができない。従って、カバレッジホール内においては、ＵＥに
よって経験されるセルラーネットワークの信号強度は、接続を維持するには不十分なもの
であり、且つ、代替３ＧＰＰ－ＬＴＥセルからのカバレッジも存在してはいない。この結
果、ＵＥは、ネットワークへの参加又はハンドオーバーを実施することができず、且つ、
従って、通話ドロップ及び無線リンク障害（ＲＬＦ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｆａｉｌｕ
ｒｅ）を経験しうる。
【０００５】
　更には、近接離隔したマクロｅＮｏｄｅＢを有する高密度ＬＴＥネットワーク内におい
ては、キャパシティ増強要件／需要を充足するべく、複数のサーバーが、ほとんどすべて
のエリア内において存在しているが、前記複数のサーバーは、干渉を生成し、且つ、結果
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的に、ネットワークの全体品質を劣化させる。更には、エリア内において同時にサービス
される端末の数が増大するのに伴って、チャネルのノイズが増加し、これによっても、全
体チャネル品質が劣化する。従って、乏しいＲＦ品質は、ネットワーク性能を劣化させ、
且つ、ユーザー経験を悪化させる。
【０００６】
　従って、ネットワークを最適化する、且つ、ネットワーク性能を改善する、ためのいく
つかの既知の最適化技法が存在している。このような最適化技法の１つにおいては、ドラ
イブ試験計測が実行されており、この場合には、計測サンプルが、乏しいＲＳＲＰ及び乏
しいＳＩＮＲエリアを識別するべく、地理的な事後処理ツール上においてプロットされて
いる。又、識別された乏しいエリア内のサーバーを識別するべく、そのエリア内において
サービスしているセルもプロットされており、その結果、望ましいエリア内において乏し
い品質を結果的にもたらしているセルが、最適化のために検討され、これに後続している
のが、事業者によって定義されたプロセスに基づいた物理的な変更である。従って、ネッ
トワークは、ドライブ試験計測のみに基づいて、最適化されている。又、ドライブ試験計
測に対するサービス事業者の依存性により、前記既存の最適化技法は、費用を所要するの
みならず、時間をも消費するものになっている。従って、前記ドライブ試験に基づいた最
適化技法は、いくつかのシナリオにおいて、日々のドライブ試験データの利用不能性に起
因して、連続的なプロセスにすることができない。前記最適化技法の別の制限は、ドライ
ブ試験が、建物などの障害物に起因してデータトラフィックの約７０％が生成される屋内
データではなく、ネットワークの屋外データにのみ制限されている、という点にある。従
って、前記最適化技法は、シームレスなユーザー経験のために重要である屋内データを考
慮することに失敗している。前記最適化技法の更に別の制限は、なんらの総合的な理由を
も伴わない、迅速な時間の広がりにおける、複数回にわたる、チルト（電気的及び機械的
なもの）及びＲＥＴ機能の手動的な変更にある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】Ｍａｒｔｉｎ　Ｓａｕｔｅｒ著、Ｆｒｏｍ　ＧＳＭ　ｔｏ　ＬＴＥ　－
　Ａｎ　Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｔｏ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ　ａｎｄ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ”，　１ｓｔ　ｅｄ．　ＵＫ：　５　Ｊｏｈｎ　Ｗｉ
ｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，　２０１１
【非特許文献２】Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｉ　Ａｇｂｉｎｙａ、Ｍａｒｉ　Ｃａｒｍｅｎ　Ａｇ
ｕａｙｏ－Ｔｏｒｒｅｓ、Ｒｙｓｚａｒｄ　Ｋｌｅｍｐｏｕｓ　及びＪａｎ　Ｎｉｋｏｄ
ｅｍ著、４Ｇ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ：　
Ｄｅｓｉｇｎ，　ｐｌａｎｎｉｎｇ　ａｎｄ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ”，　Ｒｉｖｅｒ
　ｐｕｂｌｉｓｈｅｒ，　１０　２０１３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、既存の／退出しつつある解決策に固有の上述の問題点を克服するべく、セルラ
ーネットワークのエリア全体（屋内及び屋外）を監視するための、且つ、従って、全体ネ
ットワークのすべてのパラメータを変更する代わりに乏しい品質のエリアを最適化するた
めの、効率的なメカニズムに対するニーズが存在している。従って、乏しいＲＦ品質を有
する少なくとも１つのカバレッジホールに（効果的に）サービスするべく、少なくとも１
つのサービス基地局の少なくとも１つのセルパラメータを自動的に最適化する効果的なメ
カニズムに対するニーズが存在している。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本節は、詳細な説明において更に後述されている、本開示の特定の目的及び態様を概略
的な形態において紹介するべく、提供されるものである。この概要は、特許請求されてい
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る主題の主要な特徴又は範囲を識別することを意図したものではない。
【００１０】
　本開示の実施形態は、少なくとも１つのカバレッジホールにサービスするべく、少なく
とも１つのサービス基地局の少なくとも１つのセルパラメータを自動的に最適化する方法
に関しうる。方法は、少なくとも１つのサービス基地局の、少なくとも１つの第１パラメ
ータ、少なくとも１つの第２パラメータ、少なくとも１つのネットワーク性能パラメータ
、及び少なくとも１つのセルパラメータを受け取るステップであって、少なくとも１つの
第２パラメータは、ＲＦカバレッジパワー（ＲＳＲＰ）及び信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮ
Ｒ：Ｓｉｇｎａｌ－ｔｏ－Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）のうち
の少なくとも１つを有する、ステップと、少なくとも１つのサービス基地局によってサー
ビスされているカバレッジエリアから、少なくとも１つのカバレッジホールを識別するス
テップであって、少なくとも１つのカバレッジホールは、カバレッジエリアの少なくとも
１つのネットワーク性能パラメータに基づいて識別されており、且つ、カバレッジホール
は、少なくとも１つのサービス基地局によって不十分にサービスされている、ステップと
、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つの第２パラメータの現時点の値を判
定するステップであって、現時点の値は、少なくとも１つのカバレッジホールについて判
定されている、ステップと、少なくとも１つのカバレッジホールにサービスするべく、少
なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つのセルパラメータの第１最適化を実行す
るステップであって、第１最適化は、現時点の値と少なくとも１つのネットワーク性能パ
ラメータのうちの少なくとも１つに基づいて実行されている、ステップと、第１最適化が
実行された場合に、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つの第２パラメータ
の第１値を判定するステップと、第１値と少なくとも１つの第２パラメータのターゲット
値の比較に基づいて第１最適化の最適化状態を生成するステップであって、状態は、成功
した最適化と不成功の最適化のうちの１つを通知するステップと、少なくとも１つのカバ
レッジホールにサービスするべく、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つの
セルパラメータの第２最適化を実行するステップであって、第２最適化は、最適化状態が
不成功な最適化を通知している場合に、実行される、ステップと、を有する。
【００１１】
　更には、本開示の実施形態は、少なくとも１つのカバレッジホールにサービスするべく
、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つのセルパラメータを自動的に最適化
するシステムをも包含する。システムは、少なくとも１つのサービス基地局の、少なくと
も１つの第１パラメータ、少なくとも１つの第２パラメータ、少なくとも１つのネットワ
ーク性能パラメータ、及び少なくとも１つのセルパラメータを受け取るように構成された
、入力ユニットであって、少なくとも１つの第２パラメータは、ＲＦカバレッジパワー（
ＲＳＲＰ）と信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）のうちの少なくとも１つを有する、入力ユ
ニットと、最適化ユニットであって、少なくとも１つのカバレッジホールが、カバレッジ
エリアの少なくとも１つのネットワーク性能パラメータに基づいて識別されおり、且つ、
カバレッジホールが、少なくとも１つのサービス基地局によって不十分にサービスされて
いる状態において、少なくとも１つのサービス基地局によってサービスされているカバレ
ッジエリアから少なくとも１つのカバレッジホールを識別するように構成された、現時点
の値が、少なくとも１つのカバレッジホールについて判定されている状態において、少な
くとも１つのサービス基地局の少なくとも１つの第２パラメータの現時点の値を判定する
ように構成された、第１最適化が、現時点の値と少なくとも１つのネットワーク性能パラ
メータのうちの少なくとも１つに基づいて実行されている状態において、少なくとも１つ
のカバレッジホールにサービスするべく、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも
１つのセルパラメータの第１最適化を実行するように構成された、第１最適化が実行され
た場合に少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つの第２パラメータの第１値を
判定するように構成された、状態が、成功した最適化と不成功な最適化のうちの１つを通
知している状態において、第１値と少なくとも１つの第２パラメータのターゲット値の比
較に基づいて第１最適化の最適化状態を生成するように構成された、且つ、第２最適化が
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、最適化状態が不成功な最適化を通知している場合に実行される状態において、少なくと
も１つのカバレッジホールにサービスするべく、少なくとも１つのサービス基地局の少な
くとも１つのセルパラメータの第２最適化を実行するように構成された、最適化ユニット
と、を有する。
【００１２】
　本明細書において包含されていると共に本開示の一部分を構成している、同一の参照符
号が異なる図面の全体を通じて同一の部分を参照している、添付図面は、開示されている
方法及びシステムの例示用の実施形態を示している。図面中のコンポーネントは、必ずし
も、その縮尺が正確ではなく、その代わりに、本開示の原理の明瞭な図示に重点が置かれ
ている。いくつかの図面は、ブロック図を利用してコンポーネントを示している場合があ
り、従って、それぞれのコンポーネントの内部回路を表していない場合がある。当業者は
、このような図面の開示が、このようなコンポーネントを実装するべく一般に使用されて
いる電気コンポーネント又は回路の開示を含むことを理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の一実施形態による、カバレッジエリア［１１０］にサービスしている少
なくとも１つのサービス基地局［１０２］を有する例示用のセルラーネットワークを示す
。
【図２】本開示の一実施形態による、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の少な
くとも１つのセルパラメータを最適化するシステムアーキテクチャ［２００］を示す。
【図３Ａ】本開示の一実施形態による、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の少
なくとも１つのセルパラメータを最適化する方法を有する例示用の方法フロー図［３００
］を示す。
【図３Ｂ】本開示の一実施形態による、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の少
なくとも１つのセルパラメータを最適化する方法を有する例示用の方法フロー図［３００
］を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下の記述においては、説明を目的として、本開示の実施形態の十分な理解を提供する
べく、様々な特定の詳細事項について記述されている。但し、本開示の実施形態は、これ
らの特定の詳細事項を伴うことなしに、実施されうることが明らかであろう。以下におい
て記述されているいくつかの特徴は、それぞれ、相互に独立的に、或いは、その他の特徴
の任意の組合せと共に、使用することができる。個々の特徴は、上述の問題点の任意のも
のに対処していない場合があり、或いは、上述の問題点のうちの１つのみに対処している
場合もあろう。上述の問題点のうちのいくつかは、本明細書において記述されている特徴
のうちの任意のものにより、十分に対処されない場合もあろう。以下、同一の参照符号が
異なる図面の全体を通じて同一の部分を参照している様々な図面において示されていると
ころに従って、本開示の例示用の実施形態について説明する。
【００１５】
　本開示の実施形態は、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つのセルパラメ
ータを自動的に最適化するシステム及び方法に関しうるが、この場合に、少なくとも１つ
のサービス基地局は、（複数のセクタを収容する）カバレッジエリアにサービスしている
。システムは、少なくとも１つのサービス基地局の、少なくとも１つの第１パラメータ、
少なくとも１つの第２パラメータ、少なくとも１つのネットワーク性能パラメータ、及び
少なくとも１つのセルパラメータなどの、複数のパラメータを受け取りうるが、この場合
に、前記複数のパラメータは、ＬＴＥシステムマネージャ（ＬＳＭ：ＬＴＥ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ　Ｍａｎａｇｅｒ）及びユーザー装置などの１つ又は複数のデータソースから受け取る
ことができる。更には、システムは、カバレッジエリアの少なくとも１つのネットワーク
性能パラメータに基づいて、カバレッジエリアから少なくとも１つのカバレッジホールを
識別することができる。最適化が必要とされている少なくとも１つのカバレッジホールの
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識別に応じて、システムは、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１つの第２パ
ラメータの現時点の値を判定することができると共に、現時点の値に基づいて、少なくと
も１つの第２パラメータのターゲット値を同時に定義することができる。更には、システ
ムは、少なくとも１つのカバレッジホールにサービスするべく、少なくとも１つのセルパ
ラメータの第１最適化を実行しうるが、この場合に、第１最適化は、現時点の値と少なく
とも１つのネットワーク性能パラメータのうちの少なくとも１つに基づいて実行される。
前記第１最適化に応じて、システムは、少なくとも１つのサービス基地局の少なくとも１
つの第２パラメータの第１値（即ち、最適化された値）を判定しうるが、第１値は、前記
第１最適化プロセスの実現の後の少なくとも１つの第２パラメータの値に対応している。
次いで、システムは、第１値をターゲット値と比較することができると共に、従って、第
１最適化の最適化状態を生成することができるが、この場合に、最適化状態は、成功した
最適化と不成功の最適化を通知しうる。第１値がターゲット値とマッチングしている場合
には、状態は、成功した最適化を通知しうる。この代わりに、状態は、第１値がターゲッ
ト値とマッチングしていない場合には、不成功な最適化を通知しており、これにより、最
適化プロセスの第２の反復、即ち、第２の最適化、のニーズを結果的にもたらしうる。第
２最適化プロセスは、第１最適化に類似した方式によって実行することができる。一実施
形態においては、（少なくとも１つのカバレッジホールにサービスするべく）少なくとも
１つのセルパラメータを最適化するプロセスは、成功した最適化が実現される時点まで、
反復的に（最大で２回にわたって）継続することができる。
【００１６】
　本明細書において使用されている「少なくとも１つのサービス基地局」は、ネットワー
クカバレッジを（地理的な）カバレッジエリアに提供する１つ又は複数のサービスセル／
基地局を意味しうる。具体的には、カバレッジエリアは、少なくとも１つのサービス基地
局が、無線信号を送信するように、且つ、セルラーサービスを提供するように、設計され
ている、許容可能なエリアであってよい。カバレッジエリアは、複数のセクタ（アップリ
ンク及びダウンリンク）を有することができる。又、一実施形態においては、カバレッジ
エリアは、１つ又は複数のセルを有することができる。
【００１７】
　本明細書において使用されている「少なくとも１つのカバレッジホール」は、接続を維
持するには不十分である少なくとも１つネットワーク性能パラメータを有する特定のエリ
ア／部分を意味していてもよく、即ち、少なくとも１つのカバレッジホールが、少なくと
も１つのサービス基地局によって不十分にサービスされている。又、少なくとも１つのカ
バレッジホールは、ネットワークに対するアクセスを維持するには不十分なＲＦカバレッ
ジ及びＲＦ品質を有する。
【００１８】
　従って、少なくとも１つのカバレッジホールは、最適化が必要とされるターゲットエリ
ア／ゾーンと呼称することもできる。更に詳しくは、且つ、図１に示されているように、
少なくとも１つのサービス基地局［１０２］は、少なくとも１つのサービス基地局［１０
２］のカバレッジ、即ち、カバレッジエリア［１１０］、内に存在している１つ又は複数
のユーザー装置［１０６］にサービスするように構成することができる。但し、いくつか
の例においては、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］によってサービスされてい
るカバレッジエリア［１１０］は、少なくとも１つのカバレッジホール（エリア）［１２
０］を有していてもよく、カバレッジホール内においては、少なくとも１つのサービス基
地局［１０２］は、（ｉ）少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の経路内の建物［
１０４］又は丘などの直接的な物理的障害物、（ｉｉ）不適切なアンテナパラメータ及び
不十分な高周波（ＲＦ）計画、及び（ｉｉｉ）十分な送信パワーを欠いたエリアの大きな
距離及び／又は地形／付随特性に起因して、ユーザー装置［１０２］にサービスすること
が不能でありうる。従って、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］内においては
、ユーザー装置［１０６］は、不十分なセルラーネットワーク強度に起因して、少なくと
も１つのサービス基地局［１０２］との接続を維持することができなくなりうると共に、
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その結果、通話ドロップ及び無線リンク障害（ＲＬＦ）を経験しうる。又、カバレッジエ
リア［１１０］における少なくとも１つの第２パラメータは、少なくとも１つのカバレッ
ジホール［１２０］における少なくとも１つの第２パラメータとは異なりうる。「カバレ
ッジホール」、「カバレッジエリア」、「ＲＦカバレッジホール／エリア」、及び「乏し
いＲＦ品質のエリア」などの用語は、本開示の全体を通じて、相互交換可能に使用されて
いる。
【００１９】
　本明細書において使用されている「ユーザー装置［１０６］」は、限定を伴うことなし
に、スマートフォン、フィーチャフォン、タブレット、ファブレット、及び、当業者には
明らかである任意のこのような装置を意味しうる。更には、ユーザー装置［１０６］は、
キーボード、オペレーティングシステム、メモリユニット、表示インターフェイスなどの
ような入力手段を有しうる。これに加えて、ユーザー装置［１０６］は、少なくとも１つ
の第２パラメータを共有するべく、システム及びＬＴＥシステムマネージャ（ＬＳＭ）と
通信するように構成することができる。
【００２０】
　本明細書において使用されている「ＬＴＥシステムマネージャ（ＬＳＭ）」は、ネット
ワークの物理パラメータを構成する、且つ、ＳＯＮ（Ｓｅｌｆ－Ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ）サーバーとして機能する、能力を有する、事業者／ユーザーとの間のイ
ンターフェイスを意味しうるが、この場合に、物理パラメータは、限定を伴うことなしに
、アンテナ高さ、方位角、サイト場所、機械チルト、及び電気チルトを含みうる。更には
、ＬＳＭは、セルラーエリア内に存在しているそれぞれのｅＮｏｄｅＢと接続することが
できる。更には、ＬＳＭは、少なくとも１つの第１パラメータ、少なくとも１つのセルパ
ラメータ、及び少なくとも１つのネットワーク性能パラメータを共有するべく、システム
及びユーザー装置［１０６］と通信するように構成することもできる。一実施形態におい
ては、ＬＳＭは、少なくとも１つのセルパラメータを受け取るべく、１つ又は複数のセル
サイトと通信するように構成することができる。別の実施形態においては、ＬＳＭは、所
定の時間インターバルの期間にわたって、少なくとも１つの第１パラメータ、少なくとも
１つの第２パラメータ、少なくとも１つの第２パラメータ、及び少なくとも１つのセルパ
ラメータによって更新されうるが、この場合に、時間インターバルは、固定されたもので
あってもよく、或いは、動的なものであってもよい。
【００２１】
　「少なくとも１つの第１パラメータ」は、ドライブ試験計測データ、基準信号（ＲＳ：
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）強度、ＭＣＳ、通話ドロップレート、少なくとも１
つのサービス基地局のカバレッジ、少なくとも１つのサービス基地局のキャパシティ、少
なくとも１つのサービス基地局のＱＯＳ、アンテナ高さ、アンテナ幅、方位角、アンテナ
ビーム幅、少なくとも１つのサービス基地局のリソース利用率、及び物理的なセルアイデ
ンティティ、のうちの少なくとも１つを有することができる。これに加えて、少なくとも
１つの第１パラメータは、障害管理に関係するパラメータ及び当業者には明らかでありう
る任意のこのような情報を有することができる。
【００２２】
　「少なくとも１つの第２パラメータ」は、ＲＦカバレッジパワー（ＲＳＲＰ）、信号対
干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇ
ｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）、少なくとも１つのサービス基地局の物理
セルＩＤ（ＰＣＩ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｅｌｌ　Ｉｄ）、及び少なくとも１つのサービ
ス基地局のジオロケーション、のうちの少なくとも１つを有しうる。これに加えて、少な
くとも１つの第２パラメータは、ユーザー装置スケジューリング、リソース利用率、及び
当業者には明らかでありうる任意のこのような情報を有することができる。
【００２３】
　「少なくとも１つのネットワーク性能パラメータ」は、（ユーザー密度とも呼称される
）アクティブユーザー、ＲＲＣ接続ユーザー、セル有効ＤＬスループット、セル有効ＵＬ
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スループット、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、及びＰＲＢ利用百分率の、のうちの少なくとも１つを有すること
ができる。
【００２４】
　これに加えて、以下の表（表１）は、少なくとも１つのネットワーク性能パラメータの
うちのいくつかのものの主要な定義を示している。
【００２５】
【表１】

【００２６】
　「少なくとも１つのセルパラメータ」は、電気チルト、機械チルト、及びパワー減衰、
のうちの少なくとも１つを有することができる。更には、少なくとも１つのアンテナパラ
メータは、現時点の値、第１値、及び第２値、のうちの少なくとも１つを有しうるが、こ
の場合に、現時点の値は、最適化の前の少なくとも１つのセルパラメータの値に対応しう
る一方で、第１値及び第２値は、最適化の後の少なくとも１つのセルパラメータの値に対
応しうる。
【００２７】
　本明細書において使用されている「第１最適化及び第２最適化」は、最適化状態が、成
功した最適化を通知する時点まで、即ち、第１値がターゲット値にマッチングする時点ま
で、（少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］にサービスするべく）少なくとも１
つのセルパラメータを最適化するプロセスを意味しうる。更には、それぞれの最適化プロ
セスごとに、少なくとも１つの第２パラメータの現時点の値が判定され、且つ、前記少な
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くとも１つの第２パラメータのターゲット値は、少なくとも１つの第２パラメータの現時
点の値に基づいて定義されている。これに加えて、前記最適化プロセスは、カバレッジエ
リア［１１０］からの少なくとも１つのカバレッジホール［１０８］の軽減を結果的にも
たらし、これにより、セルラーネットワークを最適化することができると共に、改善され
たユーザー経験を実現することができる。
【００２８】
　図２は、本開示の一実施形態による、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の少
なくとも１つのセルパラメータを最適化することにより、少なくとも１つのサービス基地
局［１０２］によってサービスされている少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］
のカバレッジを最適化するシステムアーキテクチャ［２００］を示している。図示されて
いるように、システム［２００］は、入力ユニット［２０２］と、加重型のトラフィック
ユニット［２０４］と、最適化ユニット［２１０］と、を有しうるが、この場合に、入力
ユニット［２０２］は、複数のパラメータ／情報を受け取るべく、ＬＴＥシステムマネー
ジャ（ＬＳＭ）［２１０］及びユーザー装置［１０６］などのデータ供給源に接続するこ
とができる。更には、入力ユニット［２０２］、加重型のトラフィックユニット［２０４
］、及び最適化ユニット［２０６］、データ供給源［２１０、１０６］、並びに、これら
の内部のサブコンポーネントは、関連状態において機能するように、且つ、本開示の目的
を実現するべく個々の機能を提供するように、構成することができる。システム［２００
］は、限定を伴うことなしに、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］、マクロ基地
局（ＬＴＥ用語の場合には、ｅＮｏｄｅＢと呼称される）、マイクロ基地局、並びに、小
規模セル及び屋外小規模セルを含む、ネットワークエンドにおいて存在しうる。
【００２９】
　入力ユニット［２０２］は、ＬＳＭ［２１０］及びユーザー装置［１０６］のうちの少
なくとも１つから、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の、少なくとも１つの第
１パラメータ、少なくとも１つの第２パラメータ、少なくとも１つのネットワーク性能パ
ラメータ、及び少なくとも１つのセルパラメータを受け取るように、構成することができ
る。本発明は、システム［２００］内における自動更新及び手動更新のうちの１つを通じ
た前記パラメータの受け取りを包含している。その後に、入力ユニット［２０２］は、前
記パラメータを加重型のトラフィックユニット［２０４］に送信するように構成すること
ができる。
【００３０】
　加重型のトラフィックユニット［２０４］は、少なくとも１つの第１パラメータ、少な
くとも１つの第２パラメータ、及び少なくとも１つのネットワーク性能パラメータを分析
するように構成することができる。好適な一実施形態においては、加重型のトラフィック
ユニット［２０４］は、カバレッジエリア［１１０］の複数のセクタのそれぞれごとに少
なくとも１つのネットワーク性能パラメータを分析するように、且つ、重みを複数のセク
タのそれぞれに相応して割り当てるように、構成することができる。例示用の一シナリオ
においては、重みは、相対的に少ない数のユーザーを有するセクタとの比較において、相
対的に多くの数のユーザーを有するセクタに、相対的に大きな重みが割り当てられうるよ
うに、ユーザー密度に基づいて複数のセクタに割り当てることができる。更に別の例示用
のシナリオにおいては、重みは、ＲＲＣ接続ユーザーやアクティブユーザーの数などに基
づいて、複数のセクタに割り当てることができる。加重型のトラフィックユニット［２０
４］は、（複数のセクタのそれぞれごとのネットワーク性能パラメータと共に、割り当て
られた重みを有する（「カバレッジエリア［１１０］の）複数のセクタを有する）前記分
析を最適化ユニット［２０６］に送信するように構成することができる。一実施形態にお
いては、加重型のトラフィックユニット［２０４］は、加重型のトラフィックユニット［
２０４］によって生成されたトラフィックレポートの形態において、前記分析を最適化ユ
ニット［２０６］に送信するように構成されうるが、この場合に、トラフィックレポート
は、複数のセクタのそれぞれごとのネットワーク性能パラメータと共に、（割り当てられ
た重みを有する）複数のセクタを表しうる。例示用の一実施形態においては、トラフィッ
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クレポートは、マップ及び当業者には明らかとなりうる任意のこのようなフォーマットの
うちの１つにおいて生成されてもよく、この場合に、レポートされるトラフィックは、限
定を伴うことなしに、ユーザー装置緯度、ユーザー装置経度、基準信号受信パワー、基準
信号品質、及び物理セルアイデンティティを含む、ユーザー装置トレースデータを使用す
ることにより、マップフォーマットにおいて生成されている。
【００３１】
　加重型のトラフィックユニット［２０４］から受け取られた分析に基づいて、最適化ユ
ニット［２０６］は、（複数のセクタを含む）カバレッジエリア［１１０］から、すくな
くとも１つのカバレッジホール［１２０］を識別するように構成されていてもよく、即ち
、最適化ユニット［２０６］は、複数のセクタから、最適化を必要としている少なくとも
１つのカバレッジホール［１２０］を識別するように構成することができる。一実施形態
においては、最適化ユニット［２０６］は、以下の基準を使用することにより、少なくと
も１つのカバレッジホール［１２０］を識別することができる。
ダウンリンクチャネル品質インジケータ（ＤＬ＿ＣＱＩ）＜８、及び、
無線リソース制御＿接続ユーザー（ＲＲＣ＿接続ユーザー）＞１０
【００３２】
　一実施形態においては、最適化ユニット［２０６］は、前記ネットワーク性能パラメー
タの分析に基づいて、カバレッジエリア［１１０］から最良のカバレッジ部分／プロット
を識別するように構成することができる。
【００３３】
　更には、最適化ユニット［２０６］は、いまや、少なくとも１つのカバレッジホール［
１２０］の少なくとも１つの第２パラメータの現時点の値を判定するように構成されうる
が、この場合に、現時点の値は、最適化の前の少なくとも１つの第２パラメータの値に対
応しうる。少なくとも１つの第２パラメータは、限定を伴うことなしに、少なくとも１つ
のカバレッジホール［１２０］におけるＲＦカバレッジパワー（ＲＳＲＰ）及び信号対干
渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）を含みうるが、この場合に、ＲＳＲＰは、少なくとも１つのカバ
レッジホール［１２０］のカバレッジを通知しうると共に、ＳＩＮＲは、少なくとも１つ
のカバレッジホール［１２０］のオーバーラップ／オーバーシュートを通知しうる。例示
用の一実施形態においては、現時点の値は、少なくとも１つの第２パラメータの初期／現
時点の中央値、即ち、ＲＳＲＰ及びＳＩＮＲの中央値、に対応しうる。これに加えて、最
適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］の少なくとも
１つの第２パラメータのターゲット値を定義するように構成されうるが、この場合に、タ
ーゲット値は、現時点の値に基づいて定義することができる。例えば、ターゲット値は、
少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］に必要とされている最適化のレベルを通知
する、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］の現時点の状態を考慮することによ
り、定義することができる。例示用の一シナリオにおいては、ターゲット値は、以下のよ
うに定義することができる。
ＲＳＲＰターゲット値≧－９５ｄＢｍ、及び、
ＳＩＮＲターゲット値≧（現時点の値＋１）ｄＢ
【００３４】
　更には、最適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］
にサービスするべく、少なくとも１つのセルパラメータの第１最適化を実行するように構
成されていてもよく、この場合に、第１最適化は、少なくとも１つの第２パラメータの現
時点の値と少なくとも１つのネットワーク性能パラメータのうちの少なくとも１つに基づ
いて実行される。具体的には、最適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つの第２パラ
メータの値を少なくとも１つの第２パラメータのターゲット値に匹敵する／近接するよう
にする、という意図を伴って、（電気チルト及び送信パワー減衰などの）少なくとも１つ
のパラメータの値を最適化するように構成することができる。一実施形態においては、電
気チルトは、（ｉ）少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］からの少なくとも１つ
のサービス基地局［１０２］の距離、（ｉｉ）最良のカバレッジ部分／プロットによって
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ｉｉ）少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の高さに基づいて、判定することがで
きる。電気チルトの変化は、以下の表記法を使用することにより、判定することができる
。
電気チルトの変化＝ＡｒｃＴａｎ｛（（セル高さ＋セル位置における平均海水面）－（レ
シーバ高さ＋レシーバ位置における平均海水面）／（カバレッジホールからのセルの距離
）｝－ＡｒｃＴａｎ｛（（セル高さ＋セル位置における平均海水面）－（レシーバ高さ＋
レシーバ位置における平均海水面））／（カバレッジホール内に位置するセル最良サーバ
ープロットの最も遠い地点の距離）｝
【００３５】
　更には、最適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つの第２パラメータの第１値を判
定するように構成されうるが、この場合に、第１値は、第１最適化の実現の後の、少なく
とも１つの第２パラメータの値に対応しうる。この結果、最適化ユニット［２０６］は、
第１最適化が成功裏に実行されたかどうかをチェックするべく、第１値及びターゲット値
を比較するように構成することができる。従って、前記比較に基づいて、最適化ユニット
［２０６］は、第１最適化の最適化状態を生成するように構成することができる。第１値
がターゲット値にマッチングしている場合には、最適化状態は、成功した最適化を通知し
ており、これにより、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］は、いまや、少なくと
も１つのカバレッジホール［１２０］（即ち、少なくとも１つのカバレッジホール［１０
８］）に十分にサービスしうることを通知している。第１値がターゲット値にマッチング
していない場合には、最適化状態は、不成功な最適化を通知しており、これにより、第２
の最適化を結果的にもたらす。第２最適化を実行しつつ、最適化ユニット［２０６］は、
少なくとも１つの第２パラメータの第１値、少なくとも１つのネットワーク性能パラメー
タ、及び少なくとも１つの第２パラメータのターゲット値、のうちの少なくとも１つに基
づいて、（ｍ－チルト及び方位角などの）少なくとも１つのセルパラメータを最適化する
ように構成することができる。第２最適化の実現に応じて、最適化ユニット［２０６］は
、ターゲット値と更に比較されうる少なくとも１つの第２パラメータの第２値を判定する
ように、構成することができる。同様に、第２値がターゲット値とマッチングしている場
合には、最適化状態は、成功した最適化を通知しうる一方で、第２値がターゲット値とマ
ッチングしていない場合には、最適化状態は、不成功な最適化を通知しうる。一実施形態
においては、ターゲット値は、第１値及び以前のターゲット値に基づいて第２最適化のた
めに再定義されうるが、この場合に、第１値は、いまや、第２最適化用の現時点の値と呼
称されうる。
【００３６】
　本発明は、アクションを実行するべく、主要な評価パラメータの分析を更に包含してお
り、この場合に、アクションは、第１最適化及び第２最適化における少なくとも１つのサ
ービス基地局［１０２］の少なくとも１つのセルパラメータの最適化の変更／変化を含み
、即ち、前記アクションは、少なくとも１つのセルパラメータを再度最適化するステップ
を含みうる。前記主要評価パラメータは、少なくとも１つの第１セルパラメータ及び少な
くとも１つの第２パラメータから広く選択することができる。以下の例示用の表は、最適
化に対する主要評価パラメータの効果を示しており、この場合に、主要評価パラメータは
、ＲＳＲＰ、ＳＩＮＲ、ＭＣＳ、通話ドロップレート、ハンドオーバー成功レート、ハン
ドオーバーの数、ＲＲＣ再確立、性能管理（ＰＭ：Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ）、構成管理［ＣＭ：Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ］、
オペレーティングサポートシステム（ＯＳＳ：Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ）として、選択することができる。
【００３７】
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【表２】

【００３８】
　上述の表（表２）において示されているように、主要評価パラメータ及び少なくとも１
つのカバレッジホール［１２０］の変動に基づいて、異なるアクションを実行することが
できる。例えば、理想的状態は、主要評価パラメータが、カバレッジホールがないことに
伴って改善している、イベントに対応しうるが、これは、カバレッジホールがゼロである
ことに起因して、「ペンディング状態のアクションが存在していない」ことを通知してい
る。主要評価パラメータにおける、のみならず、少なくとも１つのカバレッジホール［１
２０］における、悪化が存在している、別の例示用のシナリオにおいては、前記アクショ
ンは、電気チルトの以前の変化の５０％だけ、少なくとも１つのセルパラメータ（電気チ
ルト角度）を低減するステップを含みうるが、電気チルトの以前の変化が最小値である場
合には、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥの２～１．５倍だけ、ＲＳパワー／送信パワーを低減する
ことができる。
【００３９】
　更には、一実施形態においては、最適化ユニット［２０６］は、相対的に良好な最適化
結果を得るべく、少なくとも１つの第１パラメータ、少なくとも１つの第２パラメータ、
少なくとも１つのネットワーク性能パラメータ、及び少なくとも１つのセルパラメータを
監視するように構成することができる。
【００４０】
　２３個のサイトを有する７ｋｍ２のエリアのクラスタの例示用の一シナリオにおいては
、これらのサイトは、（ｉ）１０ＭＨｚ／２０ＭＨｚチャネル帯域幅を有する２３００Ｍ
Ｈｚ、（ｉｉ）５ＭＨｚチャネル帯域幅を有する１８００ＭＨｚ、及び（ｉｉｉ）５ＭＨ
ｚチャネル帯域幅を有する８５０ＭＨｚ、という３つの帯域において動作することができ
る。本明細書においては、最適化ユニット［２０６］は、第１最適化が成功したかどうか
をチェックするべく、現在の値と以下のパラメータの第１値を比較するように構成するこ
とができる。
【００４１】
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【表３】

【００４２】
　比較（上述の表３において示されているもの）に基づいて、以下のことを観察すること
ができる。
　ｉ．合計トラフィックは、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］について、す
べての帯域のうちにおいて、８２ＧＢだけ、増大しており、
　ｉｉ．セル有効スループット及びユーザー知覚ダウンリンク（ＤＬ）スループットは、
それぞれ、４．８％及び８．３％だけ、改善しており、
　ｉｉｉ．平均受信ＣＱＩ、ＲＩ、及びＭＣＳは、それぞれ、５．１％、２．５％、及び
４．２％だけ、改善しており、且つ、
　ｉｖ．ＶｏＬＴＥ通話ドロップレートは、わずかに改善している。
【００４３】
　図３Ａ及び図３Ｂは、本開示の一実施形態による、少なくとも１つのサービス基地局［
１０２］の少なくとも１つのセルパラメータを最適化することにより、少なくとも１つの
サービス基地局［１０２］によって非効率的にサービスされている少なくとも１つのカバ
レッジホール［１２０］のカバレッジを最適化する方法を有する例示用の方法フロー図［
３００］を示している。方法［３００］は、ステップ３０２において始まりうるが、この
場合に、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］は、カバレッジエリア［１１０］の
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任意の部分、即ち、カバレッジホール［１２０］、に適切にサービスしていない場合があ
り、この場合に、カバレッジエリア［１１０］は、複数のセクタを有することができる。
【００４４】
　ステップ３０４において、入力ユニット［２０２］は、ＬＳＭ［２１０］及びユーザー
装置［１０６］のうちの少なくとも１つから、少なくとも１つのサービス基地局［１０２
］の、少なくとも１つの第１パラメータ、少なくとも１つの第２パラメータ、少なくとも
１つのネットワーク性能パラメータ、及び少なくとも１つのセルパラメータを受け取るこ
とができる。前記パラメータは、システム［２００］における自動更新及び手動更新のう
ちの１つを通じて受け取ることができる。その後に、前記パラメータは、加重型のトラフ
ィックユニット［２０４］に送信することができる。
【００４５】
　ステップ３０６において、加重型のトラフィックユニット［２０４］は、少なくとも１
つの第１パラメータ、少なくとも１つの第２パラメータ、及び少なくとも１つのネットワ
ーク性能パラメータを分析することができる。好適な一実施形態においては、加重型のト
ラフィックユニット［２０４］は、カバレッジエリア［１１０］の複数のセクタのそれぞ
れごとに、少なくとも１つのネットワーク性能パラメータを分析することができる。
【００４６】
　ステップ３０８において、加重型のトラフィックユニット［２０４］は、少なくとも１
つのネットワーク性能パラメータの分析に基づいて、複数のセクタのそれぞれに重みを割
り当てることができる。例示用の一シナリオにおいては、重みは、ユーザー密度に基づい
て複数のセクタに割り当てられうる一方で、別の例示用のシナリオにおいては、重みは、
ＲＲＣ接続ユーザーやアクティブユーザーの数などに基づいて複数のセクタに割り当てる
ことができる。その後に、（複数のセクタのそれぞれごとのネットワーク性能パラメータ
と共に、割り当てられた重みを有する複数のセクタを有する）前記分析を最適化ユニット
［２０６］に送信することができる。一実施形態においては、加重型のトラフィックユニ
ット［２０４］は、加重型のトラフィックユニット［２０４］によって生成されたトラフ
ィックレポートの形態において、前記分析を送信しうるが、この場合に、トラフィックレ
ポートは、マップ及び当業者には明らかとなりうる任意のこのようなフォーマットのうち
の１つにおいて生成されてもよく、この場合に、レポートされるトラフィックは、限定を
伴うことなしに、ユーザー装置緯度、ユーザー装置経度、基準信号受信パワー、基準信号
品質、及び物理セルアイデンティティなどを含むユーザー装置トレースデータを使用する
ことにより、マップフォーマットにおいて生成されている。
【００４７】
　ステップ３１０において、最適化ユニット［２０６］は、加重型のトラフィックユニッ
ト［２０４］から受け取られた分析に基づいて、（複数のセクタを収容する）カバレッジ
エリア［１１０］から、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］を識別してもよく
、即ち、最適化ユニット［２０６］は、カバレッジエリア［１１０］内において収容され
ている複数のセクタから、最適化を必要としている少なくとも１つのカバレッジホール［
１２０］を識別することができる。一実施形態においては、最適化ユニット［２０６］は
、以下の基準を使用することにより、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］を識
別することができる。
ダウンリンクチャネル品質インジケータ（ＤＬ＿ＣＱＩ）＜８、及び、
無線リソース制御＿接続ユーザー（ＲＲＣ＿接続ユーザー）＞１０
【００４８】
　一実施形態においては、最適化ユニット［２０６］は、前記ネットワーク性能パラメー
タの分析に基づいて、カバレッジエリア［１１０］から、最良のカバレッジ部分／プロッ
トを識別することができる。
【００４９】
　ステップ３１２において、最適化ユニット［２０６］は、いまや、少なくとも１つのカ
バレッジホール［１２０］の少なくとも１つの第２パラメータの現時点の値を判定しうる
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が、この場合に、現時点の値は、最適化前の少なくとも１つの第２パラメータの値に対応
しうる。少なくとも１つの第２パラメータは、限定を伴うことなしに、少なくとも１つの
カバレッジホール［１２０］におけるＲＦカバレッジパワー（ＲＳＲＰ）及び信号対干渉
ノイズ比（ＳＩＮＲ）を含みうる。例示用の一実施形態においては、現時点の値は、少な
くとも１つの第２パラメータの初期／現時点の中央値、即ち、ＲＳＲＰ及びＳＩＮＲの中
央値、に対応しうる。
【００５０】
　ステップ３１４において、最適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つのカバレッジ
ホール［１２０］の少なくとも１つの第２パラメータのターゲット値を定義しうるが、こ
の場合に、ターゲット値は、現時点の値に基づいて定義することができる。例えば、ター
ゲット値は、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］について必要とされている最
適化のレベルを通知する、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］の現時点の状態
を考慮することにより、定義することができる。例示用の一シナリオにおいて、ターゲッ
ト値は、以下のように定義することができる。
ＲＳＲＰターゲット値≧－９５ｄＢｍ、及び、
ＳＩＮＲターゲット値≧（現時点の値＋１）ｄＢ
【００５１】
　ステップ３１６において、最適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つのカバレッジ
ホール［１２０］にサービスするべく、少なくとも１つのセルパラメータの第１最適化を
実行してもよく、この場合に、第１最適化は、少なくとも１つの第２パラメータの現時点
の値と少なくとも１つのネットワーク性能パラメータのうちの少なくとも１つに基づいて
実行される。一実施形態においては、電気チルトは、（ｉ）少なくとも１つのカバレッジ
ホール［１２０］からの少なくとも１つのサービス基地局［１２０］の距離、（ｉｉ）最
良の部分／プロットによってカバーされている少なくとも１つのカバレッジホール［１２
０］のエリア、及び（ｉｉｉ）少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の高さに基づ
いて判定することができると共に、電気チルトの変化は、以下の表記法を使用することに
より、判定することができる。
電気チルトの変化＝ＡｒｃＴａｎ｛（（セル高さ＋セル位置における平均海水面）－（レ
シーバ高さ＋レシーバ位置における平均海水面）／（カバレッジホールからのセルの距離
）｝－ＡｒｃＴａｎ｛（（セル高さ＋セル位置における平均海水面）－（レシーバ高さ＋
レシーバ高さにおける平均海水面））／（カバレッジホール内に位置しているセル最良サ
ーバープロットの最も遠い地点の距離）｝
【００５２】
　ステップ３１８において、最適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つの第２パラメ
ータの第１値を判定しうるが、この場合に、第１値は、第１最適化の実現の後の少なくと
も１つの第２パラメータの値に対応しうる。次いで、最適化ユニット［２０６］は、第１
最適化が成功裏に実行されたかどうかをチェックするべく、第１値及びターゲット値を比
較することができる。従って、前記比較に基づいて、最適化ユニット［２０６］は、第１
最適化の最適化状態を生成することができる。第１値がターゲット値にマッチングしてい
る場合には、最適化状態は、成功した最適化を通知しており、且つ、方法［３００］は、
ステップ［３２４］に結び付きうる。逆に、第１値がターゲット値とマッチングしてはい
ない場合には、最適化状態は、不成功な最適化を通知しており、且つ、方法［３００］は
、ステップ［３２０］に結び付きうる。
【００５３】
　ステップ３２０において、最適化ユニット［２０６］は、第１値がターゲット値にマッ
チングしていない場合には、第２最適化を実行することができる。第２最適化を実行しつ
つ、最適化ユニット［２０６］は、少なくとも１つの第２パラメータの第１値、少なくと
も１つのネットワーク性能パラメータ、及び少なくとも１つの第２パラメータのターゲッ
ト値のうちの少なくとも１つに基づいて、（ｍ－チルト及び方位角などの）少なくとも１
つのセルパラメータを最適化することができる。
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【００５４】
　ステップ３２２において、最適化ユニット［２０６］は、ターゲット値と更に比較され
うる、少なくとも１つの第２パラメータの第２値を判定することができる。一実施形態に
おいては、ターゲット値は、第１値及び以前のターゲット値に基づいて第２最適化につい
て再定義されうるが、この場合に、第１値は、いまや、第２最適化用の現時点の値と呼称
することができる。従って、前記比較に基づいて、最適化ユニット［２０６］は、第２最
適化の最適化状態を生成することができる。第２値がターゲット値にマッチングしている
場合には、最適化状態は、成功した最適化を通知しており、且つ、方法［３００］は、ス
テップ［３２４］に結び付きうる。逆に、第２値がターゲット値とマッチングしていない
場合には、最適化状態は、不成功な最適化を通知しており、且つ、方法［３００］は、ス
テップ［３２６］において終了しうる。
【００５５】
　ステップ３２４において、最適化ユニットは、アクションを実行するべく、主要評価パ
ラメータ（表２において列挙されているもの）を分析しうるが、この場合に、アクション
は、第１最適化及び第２最適化における少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の少
なくとも１つのセルパラメータの最適化の変更／変化を含み、即ち、前記アクションは、
少なくとも１つのセルパラメータを再度最適化するステップを含みうる。主要評価パラメ
ータにおける、のみならず、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］における、悪
化が存在している例示用の一シナリオにおいては、アクションは、電気チルトの以前の変
化の５０パーセントだけ、少なくとも１つのセルパラメータ（電気チルト角）を低減する
ステップを含みうる。更には、方法［３００］は、ステップ３２６において終了しうるが
、この場合に、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］は、いまや、第１最適化及び
第２最適化のうちの少なくとも１つのものの成功的な実現に応じて、少なくとも１つのカ
バレッジホール［１２０］に十分にサービスすることができる。
【００５６】
　従って、本開示は、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０］に効率的にサービス
するべく、少なくとも１つのサービス基地局［１０２］の少なくとも１つのセルパラメー
タを自動的に最適化するシステム及び方法を包含する。又、本開示は、少なくとも１つの
カバレッジホール［１２０］内のなんらのレイテンシー及び通話ドロップをも伴わないシ
ームレスなサービスを提供することにより、少なくとも１つのカバレッジホール［１２０
］を軽減し、これにより、全体的なユーザー経験を改善するステップをも包含する。従っ
て、本開示は、少なくとも１つのセルパラメータの最適化を実行するための複数のパラメ
ータの評価を包含する。
【００５７】
　限られた数のユーザー装置［１０６］、入力装置［２０２］、加重型のトラフィックユ
ニット［２０４］、最適化ユニット［２０６］、少なくとも１つのサービス基地局［１０
２］、及びその内部のサブコンポーネントが、図示されているが、当業者は、本開示のシ
ステム［２００］は、当業者には明らかとなりうる、任意の数及び様々なタイプのコンポ
ーネント／モジュール及びその他のコンポーネント／サブシステムを包含することを理解
するであろう。
【００５８】
　本明細書においては、開示されている実施形態に対して相当な重点が配置されているが
、本開示の原理を逸脱することなしに、多くの実施形態が実施されうると共に、多くの変
化が実施形態に対して実施されうる、ことを理解されたい。本開示の実施形態におけるこ
れらの及びその他の変化については、当業者に明らかとなり、これにより、実装を要する
上述の説明事項は、限定ではなく、例示を目的としたものであることを理解されたい。
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【図３Ｂ】
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